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エッセイスト　風間佳
「治療費と家族の生活費」

私の友人の仲の良い友達のご主人がガンで亡くなった。
友人はその時の様子を聞いて、かなりのショックを受けたようだ。

ご主人は告知を受け、そして延命治療を拒んだそうだ。
ご主人は、自分が妻や子を残して死ななければならないことに対して、
ものすごく悔しい、口惜しい、情けない、そして、家族にすまない…と思い、
ウソであって欲しい、夢であって欲しい、けれど、現実であり、
その現実からはどうやっても逃れられない…。
悩み、苦しみ、出した結論が「延命治療はしない」だったそうだ。

ガンの治療費は高額である。
治療費として払うお金は、残される家族にとっても大切なものである。
ご主人はこう言ったのだそうだ。
妻と子供たちの食費になるお金。家賃になるお金。服を買うお金。
子供の進学の費用になるお金。家族が病気やケガをした時の治療費となるお金。
その大切なお金を、今、自分の命を少し延ばすために使うことなどできない。
生きて家族を守ってやれない上に、家族の支えとなるお金まで奪うことはできない。

胸が締めつけられる話だ。
１日でも長く、家族の顔を声をその目にその耳に焼き付けておきたいだろうに、
もしかしたら治るかもしれないという奇跡を信じたいだろうに、
その治療を断ると言い切れる夫が何人いるだろうか。
また、夫にそう言われたとしても、
目の前の夫の命を少しでも延ばせるかもしれない治療を断り切れる妻が何人いるだろうか。
極限の場で冷静に判断できる人間がどれほどいるだろうか。
私にできるだろうか。我が家族にできるだろうか。
治療費と家族の生活費、まさしく苦汁の選択だ。
実際ガンの治療費は高額で、死亡時には多くの家庭で預金ゼロか借金があるのが現状だと言う。

近ごろ、ガン・心筋梗塞・脳卒中になった時に何百万かの給付金がもらえる保険の話を
よく耳にするが、家族の生活費とは別に治療費が出るのは有り難いかもしれない。
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